
MITSUBISH書
三菱区ロ インバータ

珊Q□雹酵E700/D700簡単操作ガイド
◇ 危 険 :けが .感電のおそれあり

●据付け運転の前に取扱説明書を熟読 し、その指示に従うこと。
●通電中および電源オフ後10分以内は表面カバーをあけないこと。
●確実に接地をおこなうこと。

詮ゝ ,主膚i:火災のおそれあり
●金属などの不燃物に取付 けること。

本簡単操作ガイドでは、ノヾラメータ設定値が初期値の状態であることを前提に記載しています。

パラメータ設定値の変更については、取扱説明書を参照してください。

ゴ 運転のステップ

ポイン ト

IΣ姦⊂藉基
(1璽

暑醤整襲0虐T〕ξ宝グ覚言璽塁Lを決め、始動指イ分をONするとモータが回転します。
以下のフローチャートを参照し、設定してください。

‐■ :tlJ期設定

周
波
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セ

曜慟 取扱説現書2章参照)

① 勿 畷 甥書2章参照)
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~~~萄
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撃鼈]冤   [:[]ili,施蒻罐豪当熙ガ
7勧
物:蒙章参照)

運転のステップ

始動指令は?

本体のPUコネクタおよび内蔵オブション
を使用した始動指令 (通信)
曜自 取扱説明書 1応用編)馨鯵″

膚まど鬼襄犯ξ(:u〕 Rを≡コ 8:懲迪増ζ彙委難)蜆

周波数指令は? 周波数指令は?

端子|こ接続した
スイッチのON/OFFで

電流入力信号で
周波数設定したい
(端子4-5問接続)
(外36)

① 取扱説明書
穆稼翻 j肇多孵

操作パネルで

周波数設定したい

(PU)

ポリューム

(周波数設定器)
で周波数設定したい

(電圧入力)(外部

操作パネルで

周波数設定したい

(PU)

端子に接続した
スイッチのON/OFFで

周波数設定したしヽ
(タト部 3速設定)

ボリューム

(周波数設定器)
で周波数設定したい

(電圧入力)(外

電流入力信号で
周波数設定したい
(端子45間接続)
(外部)
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ノ 操作パネルとtll御回路端子

インバータから操作パネルは取外 しできません。

転モー ド表示

PU i PU運転モード時に点灯しますc

XT:外部運転モード時に点灯しま
す。

(初期設定8さは、電源ONすると点灯
します。)

NET:ネ ットワーク運転モード時に
点灯します。

PU、 EX丁 :外部/Pし併用運転モード

に点灯します.

単位表示
‐HZ:周波数を表示する時、点灯し
ます。

A:電流を表示する時、点灯しま
す。

モニタ (4桁 LED)

波数、パラメータ番号などを表示

します。

ダイヤル (三菱インバータダイヤ

ル)

波数設定、パラメータの設定ltuを

変更します。

モード切換え

各設定モードを切り換えます。

押し (2s)で操作ロックが行えま
す。

各設定の決定

運転状態表示

インバータ動作中に点灯/点滅 しま
すc

転中 :点 lA」

転中 :ゆ つくり点減

モニタ表示

モニタモード時に点灯します。

ラヾメータ設定モード表示

ラヾメータ設定モード時に点灯し志

運転の停止、アラームリセット

転モー ド切換え

U/外部運転モードを切り換えます。

U:Pし運転モード
iXT i外部運転モード

解除も行います。

始動指令

FREQROL¨ D700シ リーズキ」御回路
端子

推奨電線サイズ:

3mm2へ 0́ 75mm″

REQROL‐E700シ リーズ標準制御回

端子 沐

子ねじサイズ

3:端子A、 B、 C
M2:上記以外
*標準市」御回路端子以外の制御端子オ
プションについては、オプションの

扱説明書を参照してください。
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始動指令 (外部)、

ポイン ト

|:禦襲亀電層桑尋革Lド謂設ξ∫を締 磯す。c速設っ
【結線夕1】 インバータ

RH

RM

RL

STF

(STR)

操作fJl 高速 (60Hz)で運転する。

操 作

出
力
周
波
数
能

表 示

① 電源投入 8音画面

モニタ表示になります。

② 始動

高速スイッチ (RH)を ONしますc

③加速→定速
始動スイッチ (STFまたはSTR)を ONします。
表示部の周波数値が■1/〃ど筋留に従って大き
くなり、 58r」 "(6000[lz)を 表示します。
[RUN]表示が正転時|ま点火I、 逆転時はゆつくり点
減します。

●RMを ONした場合は30Hz、 RLを ONした場合
は10Hzと表示されます。

④減速
始動スイッチ (STFま たはSttR)を OFFし ます。
表示部の周波数値SP・lθ 減速時|!ク に従つて小さ

くなり・こrr"(0.ooHz)を表示し、モータ|ま
運転を停止します。

[R∪ N]表示が消灯します。

⑤停止
高速スイッチ (RH)を OFFし ます。

釧ダ→

OFFIli:ilii軍

云
贅)

瘍

鶉師こ▼
⊂ >備 考

|1   膀怠尉難
~

正転始動

襴   [言

Ｔ
Ｉ

　

Ｔ
Ｉ

　

日
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Ｍ

　

Ｉ
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υ
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遷甦磯通璽鱈嶺

操 作

① 電源投入時画 EEl

モニタ表示になります。

② 始動

始動スイッチ (S丁 FまたはSTR)を ONします。
周波数指令がない状態であり、[R∪ N]表示が速く

点減します。

③力0速一定速
ポリューム (周波数設定器)をゆつくりと右いつ

ぱいまで回します。

表示部の周波数値が■1/″返″層 に従つて大き

<なり、 6EEE"(60 00Hz)を表示します。
[RUN]表示が正転時は点灯、逆転時はゆつくり点

減し散す。

④減速
ボリューム (周波数設定器)をゆつくりと左いつ

ぱりまで回します。

表示部の周波数値がλ θガ整掲け7に従つて小さ

くなり“rrご "(0_OoHz)を表示し、モータは
運転を停止します。

[RUN]表示が速く点滅します。

⑤ 停止

始動スイツチ (STFまたはSTR)を OFFし ます。
[RUN]表示が

'肖

灯します。

D備 考

始動指令 (外部)、

|:管勒壕奮柔II睦滅薔層撃饉ξγ]阜勇lす。(端子25間接続 (電圧入力))
【結線夕l】
(周波数設定器にはインバータから5Vの電源が供給されます。 (端子10))

設定 (外部ボリューム)

楼̈

操作例 60Hzで 運転する。

表 示

釧

▲
一
■

ONi岬
に

転→

躊

インバータ

鱗 →

OF儘
転
「‐

の周波数は60Hzが初期値となつていま

|・づ『秘墓『
登摯計
定詢を右いつぱいまで回したとき (ボ リューム最大値)
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賣囮亜亜亜靱 璽
ポイン ト

・ 始動指令は端子STF(STR)SDを ONで行います。

・ 周激 齢 籐 何 ネヾル ∝磐≫
)で徹 まヽすO

・ ■1″ =“3'(外部/PU併用運転モー ド1)に設定します。

【結線例】

操作例 30Hzで運転する。

操 作

① 電源投入時画面

モニタ表示になります。

②①と〇を酬』6s押し線すます。

C)(選酢
を回して彎3-]に合わせ意す。

⊂)(堡
)を
押して設定します。

(Jを L′夕に
・3"を設定します。)

[P∪ ]表示と[EXT]表示が点灯し意す。

⑤参麺して設したい周激“]壼『」
"

(30 00Hz)を表示させます。

約5s間点減します。

⑥ 数値が点減している間に
優)を押して周波数を設

定します。

1繁Γ温鞘 IL、ど贔
は、もう1度 “操作③"に戻つて周波数を設定して<
ださtヽ。)

約3sフリッカーした後表示|ま “EE『
'(モニタ

表示)に戻ります。

⑦ 始動→力B速→定速
始動スイッチ (STFまたはST段)を ONします
表示部の周波数値が■l′なΠ速時間 に従って大き

くなり、“]農書g¨ (30 00Hz)を表示します。
[段 UN]表示が正転時は点灯、逆転時はゆつくり点
減します。

③ 設定周波数を変更する場合は
Ⅲ
操作⑤、⑥

…

③ 減速→停止
始動スイッチ (S丁 FまたはSttR)を OFFします。
表示部の周波数値が乃メ〃題妨げに従って小さく

なり“arθ
‐
(O ooHz)を表示し、モータは運

転を停止します。

数設定 (Pu)

gttυ
[曇信文

表 示

①① →

ゆ

ｏ

⑬

ｏ

点減

・ 回 壼

ーフリッカーー・パラメータ設定完了!!

手 3s後モニタ表示になります。

薇

= ―  〕約5sFH5点滅〔

・
輛 目

ーフリッカーー・周波数設定完了l!

I13s後モニタ表示になります。

を行つてください。(前の設定周波数から始まります。)

側盪
転
.

併蝸
≒

甲

インパータ

操作パネル
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始動指令 (Pu)、
１
０
１

設定 (Pu)

(§):「進癸 、周波発 旨令と轟 難ワ球 ルで行いま丸 P∪運動

操作Ol1 30Hzで運転する。

操 作

①電源投入時画面
モニタ表示になります。

② 遷)を押してPU運転モードにします。

③(憂)を回して謝した帽激・Fg[層 "
(30 00Hz)を表示させますG

約5s間点滅します。

表 示

PU表示が点灯します。

riヽ  ―  〕約5s間点滅〔

ーフリッカー・…周波数設定完了 ![

二 3s後モニタ表示になります。

操作パネル

■|.剛

④ 数値が点滅している間に優)を押して周波数を設
・
翻 日

①
　
鸞
）
○

定します。

く藍)を押さないと約5sフリッカーした後表示は‐
EEE"(0 00Hz)に 戻つてしまいます。その際
は、もう1度

Ⅲ
操作③"に戻つて周波数を設定してく

ださtヽ。)

約3sフリッカーした後表示は“rrr・ (モニタ表
示)に戻ります。

③ 始動→加速→定速

〔)を押
して運転します。

表示部の周波数lLEが■■7″ど″簿に従つて大き

くなり、 ョ農
『『
"(30 00Hz)を 表示します。

⑥ 設定周波数を変更する場合は “操作③、④"を行つてください。(前の設定周波数から始まります。)

⑦減速→停止

鰹)を才甲
すと停止します。

表示部の周波数値がλ θ滋ど″庫 に従つて小さ

くなり｀こ8『
Ⅲ
(0‐00HZ)を表示し、モータは

運転を停止します。

⑪ 備 考

蒙 、毅 勲 θ章参約

運転ぞ一局晟″ =“ 1"(P∪ 運転モード固定)を選択すると、

θa/vO″005_5//



ポイント

||:『ウ;[あ:[fi:]ISI鯖猥壼1lЭぷ鸞し議

周波数設定 (外部 3速設定)

表 示

【結線夕1】

ぶ≧
2ぉ ][

操作ell 低速 (10Hz)で運転する。

操 作
① 電源投入 B寺画面

②①と①相時に0瑚し続けます。

③ (畷)を
回して,9-彎 に合わせます。

⊂)(∈
)を
押して設定します。

(fケ /‐」|こ “4"を設定します。)

[PU]表示と[EX丁 ]表示が点灯します。

③ 始動

低速スイッチ (RL)を ONします。

⑥ 加速→定速

ア膠 1酪
…

⑦減速

“`18gr¨ (10_ooHの を表示します。

]詢 1誰奮
くなtl“ [gr"(0 0oHz)を 表示し、モータは
運転を停止します。

③ 停止

低速スイッチ (RL)を OFFし ます。

出
力
周
波
数

ヤ

①①・

愧 ]

轡

ｏ・ 菫理覇1題 壼
ーフリッカー…‐パラメータ設定完了I!

|13s後 モニタ表示になります。

漑

D備 考

|,   T'・驚
~

インバータ
1速 (高速 )

触
灘
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始動指令 (Pu)、 周波数設定 (外部ボリューム)

畿

① 電源投入時画面

モニタ表示になります。

②
(壬)と (Ξ)を
調
“
6s押し繍すます。

G)(経
み
を回して彎9-∵ に合わせます。

④ Oを 押
して設定します。

けケ″ に “4‐ を設定します。)

[PU]表示と[EX丁]表示が点灯します。

⑤ 始動

()を押します。
周波数指令がない状態であり、[R∪ N]表示が速く

点減します。

⑥ 加速一定速

ポリューム 個 波数設定器)をゆつくりと右いっ
ぱいまで回します。

表示部の周波数i13が乃17″ど域簿に従って大き

⑦ 退是ξ

高 こ
『
8議 総α∞ H→ を表示し議

ポリューム 個 波数設定器)をゆっくりと左しヽっ
ぱしヽまで回します。

表示部の周波数値が乃l″〃とん「″νに従って小さ
くなり
¨
晨88"(0‐00Hz)を 表示し、モータは

運転を停止し意す。

[RUN]表示が速く点滅します。

③停止

③を押しますポ∪喉示が消灯します。

①①→

D備 考

卜づノ茜」『発摯藩
調を右い猟竜で回したとき

・
.1麗
ヨ1目

―
ーフリッカー…・パラメータ設定完了 |!

手 3s後モニタ表示になります。

疇

点減

(ポ リューム最大値)の周波数は60Hが初期値となっていま

鱗

酵

す。

)で行います。(端子25間接続 (電圧入力))
併用運転モード2)に設定します。

【結線夕11(周波数設定器にはインバータから5Vの電源が供給されます。(端子10))

周波数
設定器

操作例 60Hzで運転する。

操 作 表 示

砂

ｏ

インバータ

操作パネル

θaA/―曖 005-σ //


